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自然と呼応、共生する建築





　It is that the ecosystem of the inokashira park is cared for, and it is maintain. In the same way, I design 
the house of the boundary surface of the inokashira park to space living together with nature. It is to do so, 
people realize friendly feeling for nature again, and I aim at living together with nature as an area.










































































































































20 〜 30 年後
（３）環境に配慮した新たな植物を植える
　井の頭恩賜公園に生息する鳥や動物、昆虫は植生と
同じようにエリアによって違う種が生息している。そ
れらが循環し生息しやすいように配慮した植物を新た
に敷地内に植えていく。
５. 設計
　リサーチにより主に３つのエリアで植生や地形など
の違いがあったため、それぞれのエリアでケーススタ
ディとしての住宅を設計する。
６. おわりに
　当たり前に存在している自然に対する親しみが、い
かに人にとって重要な要素となっているのかを自粛期
間を通して私自身が痛感したため、本修士設計を行う
ことに決めた。
　自然と共生していく生活をすることで、徐々に周辺
にも展開されていき人を含めた生態系の新たな暮らし
方が提示されていくのではないだろうか。
【謝辞】
　この度修士設計を行うにあたり、ご指導ご鞭撻いた
だいた北山恒教授に深く御礼申し上げます。また、副
査の下吹越武人教授、渡辺真里教授、デザインスタジ
オでお世話になりました小野田泰明先生はじめ、ご指
導いただいた全ての先生方に感謝申し上げます。 ま
た、お手伝いをしてくれた後輩、共に修士設計を乗り
越えてきた同期達にも感謝を申し上げたいと思いま
す。
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SITE １
公園の東側に住宅が隣接するエリア。住宅の南側の道
と公園を繋げるように室内庭を設け、住民はその室内
庭と隣合わせで生活をする。
SITE ２
公園の北側に住宅が隣接するエリア。南からの採光を
十分に取れるため、南側に室内の庭を作り、その奥に
屋内の庭を作ることで住宅の北側の道と公園の自然が
抜けるようになっている。
SITE ３
斜面地になっており、池と連続した生態系の展開が見
られるエリア。斜面地の植物にも陽の光が通るよう、
住宅の北側は高さを抑え、ガラス天井の屋内庭を設け
ることで公園と連続した自然が形成されるようになっ
ている。
